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元気・日立！！

　当所では6月1日からクールビズ運動を
実施し、ノーネクタイで執務させていただい
ています。
　また、会館の温度を28℃とさせていただ
きますので、ご理解を賜りますようお願いい
たします。

　当所では、市内で間に合うもの
は市内で買物をしようという『市
内買物運動』を推奨しています。
　地元で買い物をして、日立を
元気にしましょう♬

クールビズ夏季の軽装を
実施しています

クールビズ夏季の軽装を
実施しています

日立市内の芸術作品 ⑬　

峯岸 義太《雨後》1951年 油彩・キャンバス
日立市郷土博物館蔵

　1926年（大正15）に那珂湊で生まれた峯岸
は生涯にわたって詩的な心象を織りまぜた自
然表現を続け、抽象的かつ叙情的な作風が高
く評価され、安井賞候補にも選ばれました。

みねぎし よしもと

地元で買い物！
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金融財務業部会  部会会議を開催

副部会長 江幡　暁氏
水戸信用金庫
日立支店長

副部会長 益子 邦広氏
株式会社筑波銀行
日立支店長

　5月22日、当所で金融財務
業部会部会会議を開催し、副
部会長に益子邦広氏（株式会社
筑波銀行日立支店長）、江幡暁
氏（水戸信用金庫日立支店長）
を選任しました。この選任は
事業所の人事異動に伴うもの
で、任期は令和元年10月31
日までとなります。

1．小規模事業者の経営力向上と支援体制の強化について
（1）小規模事業者の経営力向上支援
　　地域経済の振興発展を図るためには、それを支える小規模事業者の持続的な経営安定が重要であり、商工
会議所はその支援機関の中核として大きな役割を担っている。このことから、経営発達支援計画による伴走
型事業や小規模事業者持続化補助金をはじめとした小規模事業対策予算と実務にあたる経営指導員等補助対
象職員人件費の安定的な確保を図られたい。

2．観光資源の利活用による産業振興について
（1）海洋観光資源の環境整備促進
　　近年、海岸線の侵食が激しく砂浜が消失した現状から、海水浴客をはじめとした観光客が激減しており、
海洋レジャーの拠点としての活用を図るため同海岸区域の砂浜の早期の復元整備を図られたい。また、東日
本大震災以降建設された防波堤のため、海岸近隣からの眺望が悪くなり、砂浜に出ないと海が望めない状態
である。安全性はもとより景観についても配慮した事業計画を講じられたい。

3．地域の発展を支える交通機能の整備推進について
（1）県北幹線道路の整備促進
　　「県北臨海都市圏都市交通戦略」を更に推進し、慢性化する渋滞の緩和と地域防災道路としての機能強化を
図るため、南北の広域幹線道路の整備促進を加速されたい。

（2）常磐線の利便性向上
　　東北地方と本県との交通アクセスの早期の全区間開通。常磐線の利用客増加を図るためにも、いわき駅仙
台駅間の特別急行運行を早急に実現されたい。また、現行、高萩発5時45分の特別急行の時刻を繰り上げ、同
便の上野駅７時前到着と品川駅までの延伸、下り特別急行の勝田駅以北への延伸について図られたい。

平成31年度県連政策委員会への要望事項（別記：※抜粋）
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日立地区：8月24日(土)
詳細は次号に掲載予定です。
問合せ：
商業観光課

ドリンクラリー
開催日決定！
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　調査では何らかのキャッシュレス決済を利用している事業所は155件（40.5％）あり、導入しているキャッシュ
レス決済は「クレジットカード」が全体の７割を占め、「電子マネー」「ＱＲコード」決済は１割程度に留まる。
　一方、キャッシュレス決済を導入していない事業所は228件（59.5％）と半数を超え、「導入費用」や「手数料」
といったコスト面を理由とする事業所が約４割あり、「機器操作」や「理解ができない」といったオペレーションに
関する理由と「利用者がいない」といった理由を回答した事業所がそれぞれ２割程度となったが、「電子マネー」
や「ＱＲコード決済」に興味を持っている事業所も多く、決済事業者の宣伝活動などによりキャッシュレス決済が
認知されつつあることが伺える。
　決済方法の多様化に伴うキャッシュレス決済の理解度やオペレーション不足に加え、導入費用や手数料など
運用維持の負担増を危惧する声も多いが、現金に対する高い信頼感がその背景にあることが伺える。また、
事業者の立場と消費者の立場でキャッシュレス決済に対しての捉え方が違うことも把握できた結果となった。

調査目的　会員事業所のキャッシュレス決済導入に必要な支援策を見極めるために、今後の事業指針の資料とする。
調査期間　4月8日（金）～ 5月10日（金） 
回答件数　383事業所 （商業部会216事業所、観光環衛業部会167事業所）

キャッシュレス決済に関するアンケート調査結果
（会員事業所現状調査）

業　種 キャッシュレス決済の導入の有無

キャッシュレス決済を導入していない理由（複数選択）

導入しているキャッシュレス決済（複数選択）
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アクサ生命保険株式会社　水戸支社　日立営業所
〒３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２　TEL ０２９４-２１-５３８７
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　わたしたち商工会議所女性会は、リーダーと

して、凛と信をもって連帯し、平和で心豊かな

社会を築きましょう。

一、リーダーとは、高い志をもって、自己の変 

革・向上を目指すことです。

二、凛とは、情熱・勇気をもって行動し、社業の

発展に努め、地域社会に貢献することです。

三、信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良

き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ

とです。

四、連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を

内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

5月16日　講習会「手話歌で“いつでも夢を”」
7月19日　茶話会　正副会長と入会10年未満の
                                                会員との茶話会
9月19日　講習会「日立市の防災について」
11月14日　日立法人会女性部会との合同観劇会
12月12日　講演会　若手後継者育成事業
　　　　　　　　　 女性経営者交流シンポジウム
　　　　　            「国民宿舎支配人の
                                   こころ配りとおもてなし」
2月12日　講演会「うつ病予防講演会」
2月27日　講習会「健康管理講習会～美しい歩き方～」
3月28日　一人一品持寄り運動　商品寄贈

平成30年度の主な事業
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日立商工会議所の動き5月5月
５月 8 日 専門相談（他１回）
５月 9 日 正副会頭会議
５月10日 無料法律相談
５月13日 女性会　第42回通常総会
５月14日 さくらまつりボランティアガイド 
 との懇談会
５月15日 ドリンクラリー実行委員会
５月16日 建設業部会　議員協議会
５月17日 会員サービス委員会
 観光委員会
 商業部会　議員協議会
 ひたち立商塾会議
５月18日 ひたちものづくり探検少年団入団式

５月20日 常議員会
５月22日 金融財務業部会会議・意見交換会
５月23日 文化産業部会　救急教室・正副部 
 会長運営委員合同会議
 産業振興対策委員会
５月26日 会頭杯野球大会　予選
５月27日 交通運輸業部会　議員協議会
 日立創業支援ネットワーク会議
５月28日 工業部会　正副部会長会議・議員 
 協議会
 観光環衛業部会　議員協議会
 経営安定セミナー
５月30日 ゴルフ同好会　例会・総会

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

22

88.0

小売業

30

22

73.3

建設業

20

18

90.0

サービス業

25

18

72.0

計

100

80

80.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。

・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。

　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－

　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成30年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第4四半期

▲ 25.0

▲ 27.3

▲ 31.8

▲ 11.1

▲ 27.8

第1四半期

▲ 21.0

10.0

▲ 43.5

▲ 26.3

▲ 21.1

第2四半期

▲ 25.0

▲ 9.5

▲ 30.4

▲ 27.8

▲ 31.8

▲ 22.2

0.0

▲ 54.2

0.0

▲ 25.0

第3四半期 今後の見通し
（4月～6月）

▲ 32.5

▲ 27.3

▲ 45.5

▲ 16.7

▲ 38.9

平成30年度 平成31年度

製 造 業 サービス業全 産 業 小 売 業 建 設 業
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－40

－50

－60
30/1四半期　　30/2四半期　　30/3四半期　　30/4四半期　31/1四半期見通し

※詳しくはホームページの「新着情報」をご確認ください。

　令和２年（2020年）４月１日より、当所におけるJANメーカーコード申請書類の受付を終了

します。

　受付終了後の申請方法は、新規登録・更新ともに申請書を（一財）流通システ

ム開発センターへ郵送、またはネットによる申請となります。

　令和２年（2020年）３月31日までは現行通り、当所が窓口となり受付します

が、４月以降は（一財）流通システム開発センターが窓口になります。

　皆様にはご理解の程、よろしくお願い申しあげます。

JANメーカーコード申請書類受付業務が終了します。JANメーカーコード申請書類受付業務が終了します。
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アクサ生命保険株式会社　水戸支社　日立営業所
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　５
月
13
日
、
当
所
で
女
性
会

第
42
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
名
倉
会
長
は

じ
め
53
名（
内
委
任
状
提
出
者

19
名
）の
会
員
が
出
席
し
ま
し

た
。　総

会
で
は
、
名
倉
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
来
賓
の
当
所
鈴
木

昇
専
務
理
事
、
青
年
部
吉
成
俊

明
会
長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
名

倉
会
長
が
議
長
と
な
り
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

　審
議
で
は
平
成
30
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
承
認
と
平
成

31
年
度
事
業
計
画（
案
）、
収
支

予
算（
案
）決
定
に
つ
い
て
順
次

審
議
し
、
原
案
通
り
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　次
に
役
員
改
選
で
は
、
会
長

に
名
倉
敏
子
氏（
株
式
会
社
ア

ト
リ
エ
新
樹
）が
満
場
一
致
で

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
選

任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
令
和

２
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

と
な
り
ま
す
。

名
倉
会
長
挨
拶

　「
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
継
続
的
事
業「
一
人
一
品

持
寄
り
運
動
」や「
さ
く
ら
ま
つ

り
で
の
桜
茶
配
布
」は
も
と
よ

り
、
今
年
度
は「
令
和
」と
元
号

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
新

し
い
時
代
に
即
し
た
充
実
し
た

事
業
を
計
画
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
前
年
度

に
引
き
続
き
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」と
、
今
年
度
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
42
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
名
倉 

敏
子
氏
が
再
任

　わたしたち商工会議所女性会は、リーダーと

して、凛と信をもって連帯し、平和で心豊かな

社会を築きましょう。

一、リーダーとは、高い志をもって、自己の変 

革・向上を目指すことです。

二、凛とは、情熱・勇気をもって行動し、社業の

発展に努め、地域社会に貢献することです。

三、信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良

き伝統・文化を愛し、次の世代に継承するこ

とです。

四、連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を

内外に広げることです。

商工会議所女性会活動指針

5月16日　講習会「手話歌で“いつでも夢を”」
7月19日　茶話会　正副会長と入会10年未満の
                                                会員との茶話会
9月19日　講習会「日立市の防災について」
11月14日　日立法人会女性部会との合同観劇会
12月12日　講演会　若手後継者育成事業
　　　　　　　　　 女性経営者交流シンポジウム
　　　　　            「国民宿舎支配人の
                                   こころ配りとおもてなし」
2月12日　講演会「うつ病予防講演会」
2月27日　講習会「健康管理講習会～美しい歩き方～」
3月28日　一人一品持寄り運動　商品寄贈

平成30年度の主な事業



第1642号　（毎月20日発行） 令和元年6月20日　⑥

詳しくは経営支援課まで、お気軽にお問合せください。

自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度

※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。

 小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.21％（令和元年6月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内（十王町地区は除く）で1年以上継続し

て同一事業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受け

ている方

○従業員20名以下（商業・サービス業は５人以下）

の小規模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納してい

る方

○許認可、登録等の必要がある業種は、既に許認

可登録を受けていること。

新年度を迎え新たな取引等で資金が必要になる場合は、お早目にご相談ください。

【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。 
○担　　　保　原則不要
　利率1.11％（令和元年6月1現在）

【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。 
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.21％（令和元年6月1日現在）

※年利1.10％の利子補給が受けられます。

新年度の資金の準備はお早めに！新年度の資金の準備はお早めに！

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販売不振、
手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特別相談室』に
ご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建の見

込みがある企業については関係機関との協力により

再建の方策を講じるなど倒産を未然に防止すること

を目的に設置されているのが「経営安定特別相談室」

です。相談室では商工調停士等の専門家が相談に応じ

ます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決に向

けての相談・アドバイスを行ないます。商工調停士は、

当所会頭から委嘱されています。

○お申込にあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただくと

ともに相談アドバイスに必要な資料の提出をお願い

しています。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営安 定特別相談室

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

判
断
に
迷
っ
た
ら

確
か
な
情
報
源
で
確
認

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
狙
っ
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
例

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
典
型
的

な
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
口
や
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
の
特
徴

と
い
っ
た
基
本
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
場
合
で
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
メ
ー
ル
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
口
や
対
策

な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
協

議
会
に
て
提
供
さ
れ
て
い
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（h

ttp
s://w

w
w
.

a
n
tip
h
is
h
in
g
.jp
/
re
p
o
rt/

g
u
id
e
lin
e
/

）
を
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

　ま
た
、
メ
ー
ル
の
リ
ン
ク
機

能
は
便
利
だ
が
、
不
審
な
サ
イ

ト
へ
の
誘
導
に
も
使
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
メ
ー
ル
内
の
リ
ン

ク
を
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
よ
く

利
用
す
る
サ
イ
ト
は
、
あ
ら
か

じ
め
お
気
に
入
り
に
登
録
し
て

お
き
、
そ
れ
を
使
用
し
て
ア
ク

セ
ス
す
る
。
何
も
し
て
い
な
い

の
に
突
然
送
ら
れ
て
き
た
メ
ー

ル
の
リ
ン
ク
は
、
特
に
警
戒
し

て
ほ
し
い
。

　昨
今
で
は
、
送
信
元
や
文
面

が
本
物
ら
し
く
、
と
て
も
巧
妙

で
判
別
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
届
い
た

こ
と
の
な
い
内
容
の
メ
ー
ル
や

リ
ン
ク
の
ク
リ
ッ
ク
を
誘
う
内

容
の
メ
ー
ル
な
ど
が
届
い
た
際

に
、
そ
れ
が
本
物
か
ど
う
か
判

断
に
迷
っ
た
場
合
は
、
確
か
な

情
報
源
を
使
っ
て
確
認
す
る
こ

と
を
推
奨
す
る
。
メ
ー
ル
本
文

に
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に

連
絡
を
し
た
り
、
届
い
た
メ
ー

ル
へ
返
信
し
て
問
い
合
わ
せ
た

り
す
る
こ
と
は
、
相
手
に
こ
ち

　今
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
、
組
織
が
利
用
す
る
ウ
ェ
ブ

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
３
６
５
、Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
！

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
、Ｄ
ｅ
ｅ
ｐ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
、

Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
な
ど
）
を
狙
っ
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害
が
相
次
い

だ
。
７
月
以
降
も
被
害
を
確
認

し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）が
確
認
し
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
手
口
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　組
織
で
利
用
し
て
い
る
ウ
ェ

ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ

ム
管
理
者
を
装
い
、
送
信
エ
ラ

ー
や
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
な
ど
と
記
載
さ
れ

た
メ
ー
ル
が
、
利
用
者
宛
て
に

送
ら
れ
る
。
利
用
者
が
メ
ー
ル

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
ウ
ェ
ブ
メ

ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
正
規
の
ロ
グ

イ
ン
ペ
ー
ジ
を
模
し
た
偽
ロ
グ

イ
ン
ペ
ー
ジ
に
誘
導
さ
れ
る
。

そ
の
ペ
ー
ジ
で
利
用
者
が
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
ら
が
詐
取
さ
れ

る
。　Ｉ

Ｐ
Ａ
へ
の
届
け
出
情
報
で

は
、
偽
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
は
、

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
の
英

語
版
の
標
準
デ
ザ
イ
ン
に
酷
似

し
て
い
た
事
例
や
、
組
織
の
ロ

ゴ
を
使
用
し
た
独
自
の
デ
ザ
イ

ン
に
模
し
て
あ
る
事
例
な
ど
、

本
物
の
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
に
似

せ
て
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
詐
取

さ
れ
た
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
に
不
正
ロ
グ
イ
ン

さ
れ
、
当
該
ア
カ
ウ
ン
ト
の
設

定
を
変
更
さ
れ
、
受
信
メ
ー
ル

が
外
部
転
送
さ
れ
た
り
、
当
該

ア
カ
ウ
ン
ト
が
踏
み
台
に
さ
れ
、

他
組
織
へ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ

ー
ル
が
送
信
さ
れ
た
り
す
る
。

■
利
用
者
の
対
策

　フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く

ら
の
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
避
け
て
ほ
し

い
。

■
管
理
者
の
対
策

　誰
し
も
、
知
ら
な
い
危
険
を

避
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
利
用
者
啓
発
が
必

要
で
あ
る
。
手
口
・
対
策
・
事

例
な
ど
メ
ー
ル
の
真
偽
を
判
断

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、

具
体
的
に
・
継
続
的
に
・
最
新

の
情
報
で
、
利
用
者
に
提
供
し

て
ほ
し
い
。

　し
か
し
、
手
口
や
対
策
を
知

っ
て
い
て
も
、
誰
も
が
・
い
つ

で
も
・
全
て
の
メ
ー
ル
を
正
し

く
見
分
け
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
以
前
よ
り
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
た
と
い
う
組
織
で
も

被
害
が
出
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

利
用
者
啓
発
の
み
な
ら
ず
、
２

段
階
認
証
の
利
用
、
不
審
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
遮
断
、
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
対
策
機
能
を
持
つ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
の
導

入
な
ど
、
利
用
の
目
的
や
環
境

に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
的
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
実
施
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人

　情
報
処
理
推
進
機
構
・

　
　
　
　
　
　

 

江
島

　将
和
）

ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
が
標
的
に

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

－21－

相
次
ぐ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害
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